
【取組内容】 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実

さいたま市立木崎中学校

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

★進捗シートの活用
各教科等の学習で、自由進度学習を取
り入れた。その際に、進度を把握できる
ようにするために、右の図のような進捗
シートを活用した。進捗具合を教員が把
握し、個別に指導を行うことできた。ま
た、生徒間で進捗具合を把握することで、
生徒同士で教えたり、教わったりするな
どの活用もできた。

★振り返りシートの共有
振り返りシートを共有することで、協働が図
られ、表現が苦手な生徒への支援になった。文
字数が少なかった生徒も、回数を重ねるにつれ
て振り返りの文字数が増えていった。

★クラウド環境を活用した協働的な学び
デジタルホワイトボードを使って、クラウド上で意見を共有しながら学習を進めた。
生徒の学習進度や内容把握が容易になった。生徒は困ったときに他の生徒の考えを参照
するなど、情報の収集のコンテンツとして活用していた。

グローバル・スタディ科で使用している進捗シート 数学科で使用している進捗シート

★社会の授業で使ったデジタルホワイトボード
表の中に全員で付箋を挿入しているので、他
者の意見が把握しやすい。

★総合的な学習の時間で使ったワークシート
クラス全員分のワークシートを用意して、
共有できる形にし、どのようにまとめたかを
互いに参照できるようにした。

★学級活動の時間に使用した振り返りシート
学年で同じことを行うので、全クラス同じよう
に設置されている。



【取組内容】 情報技術に関する技能の習得

さいたま市立木崎中学校【指定校】

様式Ⅰ-2

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

本校では朝の１０分間に「朝チャレンジ」という時間を設けている。
学習に関する目標を学期ごとに生徒自身が立てて、実施していく時間で
ある。読書、ワークといった端末を使わないものや、タイピング技能向
上やプログラミングソフトの操作等、端末を使ったものも含まれる。
１１月にはこの時間を活用し、タイピングの大会を一週間にわたって

開催した。タイプ数の記録をMicrosoftFormsで収集し、ポイントが上位の
生徒は昇降口に掲載した。生徒だけではなく、職員も参加した。実施期
間中は昼休みに自主的に練習する生徒も見られた。

今年度からの取組であって、端末の操作というよりは自分で目標を立
てて実施するという姿勢を重視したため、端末の操作技能の向上につい
ては課題が残った。
来年度は上記のようなタイピングの大会を定期的に行うなど、端末を

使ったイベントをさらに開催し、生徒がタイピング能力等の端末を活用
する技能向上につなげていきたい。



【取組内容】 端末の日常的な活用

さいたま市立木崎中学校【指定校】

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】
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Teamsで次の日の連絡事項を行うことで、担任の業務負担が軽減されている
と感じますか？【令和６年度木崎中学校学級担任調査 ２７名】

※評価５が最も肯定的な回答

端末の活用を日常化するために、授業以外での活動にも積極的に取り入れた。

★部活動指導での活用
部活動専用のチャネルを設置した。ほぼ全ての部活動が、連絡の手段として活用している。
指導に必要な情報を提示し、指導に活用している。

★クラスへ連絡の配信
クラスへの連絡を学校全体でMicrosoft Teams上で行う運用とした。このことにより、生徒は
連絡ノートに連絡を転記する時間を削減できた。また、欠席の生徒が出た場合にも電話連絡を
せずに伝達することが可能になった。右下のグラフの通り、教職員を対象にした調査ではクラ
ス担任の78％が負担軽減につながったと回答した。



★委員会活動での活用

〇冬の校外学習（スキー実習）実行委員
校外学習の目標、スローガン、持ち物、ルール等を実行

委員内で話し合いをする際、以前は紙媒体で個々で考えさ
せていたところを、クラウドを活用した。
今までの実行委員会では、考えてきた意見を一人ずつ提

示するところから始めていたが、クラウドの活用によって
全員の意見を参照した状態から始めることができ、会議の
時間を大幅に削減することができた。

〇ポスター作成
学級委員会や保健委員会ではポスターを廊下に貼って呼
びかけをしていた。今年度はデジタルデザインソフトを活
用してポスターを作成させた。

〇連絡の手段としての活用
部活動同様、委員会のチャネルを設置して、連絡の手段

として用いた。データの添付やクラウド上の課題を見るこ
ともできた。

【取組内容】 端末の日常的な活用

さいたま市立木崎中学校【指定校】

様式Ⅰ-3

リーディングDXスクール事業 【実践事例】



【取組内容】 校務DX 日報のデジタル化

さいたま市立木崎中学校【指定校】

様式Ⅰ-4

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

職員間の伝達を簡易化するために、日報のデジタル化を
行った。事前にExcelに連絡を入力し、Power Automateで設
定しておくと、8:00に所定のMicrosoft Teams上のチャットに
自動で送られてくる。連絡をしたい日のセルにあらかじめ
入力しておくこともできる。

また、これまで紙に印刷をして配布していたので、その
分の業務時間が削減された。本校では印刷してからコピー
し、全職員に配布されるまで約6分ほどかかるので、１年間
で６分×205日＝1230分（20時間30分）の業務時間の削減に
つながったと考える。

印刷する必要がなくなったので、
コストカットも期待される。

Excel入力

Teamsに8:00に自動で投稿

Power Automateで設定



【取組内容】 GIGAスクール構想に係る職員の組織編制の工夫

さいたま市立木崎中学校【指定校】

様式Ⅰ-5

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

校長

開発・研究 広報 機器管理

開発・研究担当
ICTに関わる校内研修の計画や実施、校外の研修に参加。
◎研究推進主任がマネジメントを行う。
★各学年２～３名

広報担当
〇学校ホームページのブログの更新（１週間に最低１回、各学年
ローテーション）
〇アプリでお便りを配信（学校だより、学年だより、給食だより、
学校図書館だより、保健だより等）
◎教頭がマネジメントを行う。
★上記の担当以外の学年職員（特別支援学級も含む）＋教務主任＋
栄養教諭＋司書教諭＋養護教諭

機器管理担当
生徒・職員の端末の管理、修繕依頼。
◎本校は技術科の教員がマネジメントを行う。
★各学年２名
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令和５年度まで、ICT教育推進担当が、端末の管理や１人１台端末
を活用した研修会の開催等、GIGAスクール構想に関わる業務をすべ
て行っていた。その結果、担当者への負担が過重となり、本来の業
務に十分な時間を割けなかったので、令和６年度から、校内のICT教
育推進に係る組織再編を行い、業務分担の平準化を図った。
下のグラフはGIGAの組織編成に関する本校職員に向けてアンケー

トを行った結果である。62%の職員から肯定的な回答が得られた。

※評価５が最も
肯定的な回答

肯定的な回答の理由

〇積極的にICTを使うことがない教員も、組織再編することでICTに
関わる機会ができ、それが授業などでICTを活用するハードルを
下げたように感じたから。

〇全教職員が関わる体制になり、学校全体で取り組む機運が高まっ
たため。



【取組内容】 実践事例の共有

さいたま市立木崎中学校【指定校】

様式Ⅰ-6

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

Microsoft Teams内に「DX授業チャネル」を設置して、
デジタルを活用した学び方改革に関わる実践例をクラ
ウド上で共有した。「開発・研修」担当が主に投稿を
した。学期に１回全教員が投稿した。下のグラフは
「DX授業チャネル」に関しての職員内評価である。
77%の職員が肯定的な回答をした。
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評価１
※評価５が最も
肯定的な回答 また、Microsoft Swayを活用し、木崎中学校授業実践の独自のサイトを作成した。

リンクを共有し、さいたま市内に実践を広めることができた。肯定的な回答の理由

〇多くの「生きた」実践例が手軽に確認できるから。
〇教科を超えて学び合えることが素晴らしいと思います。
〇教職員同士のチャレンジや行っていることが目で見てわ
かるので、学びにつながる部分があったと思います。

〇いろいろな実践を見ることができた。また、研修担当の
先生からアドバイスをもらえた
〇他の先生の投稿内容を参考にするというよりも、自分の
授業改善のためにアウトプットするスペースとして役
立っている。
〇外部の研修で使いやすい。


